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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
人
造
人
間
キ
カ
イ
ダ
ー
対
超
人
機
メ
タ
ル
ダ
ー
＆
人
造
人
間
ハ
カ
イ
ダ
ー

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
８
０
０
Ｚ

【
作
者
名
】

　
ジ
ャ
ン

【
あ
ら
す
じ
】

　
良
心
を
持
つ
ロ
ボ
ッ
ト
と
自
省
を
持
つ
ロ
ボ
ッ
ト
・
生
き
る
意
志
を
持
つ
ロ

ボ
ッ
ト
。

孤
独
と
悲
し
み
を
持
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
は
彼
ら
と
出
会
い
何
を
見
る
の
か
・
・
・
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第
一
話
　
超
人
機
と
の
出
会
い

山
中

「
・
・
・
・
・
・
」

土
砂
降
り
の
雨
の
中
一
人
の
青
年
は
彷
徨
っ
て
い
た
。

青
年
の
名
は
ジ
ロ
ー
。
ま
た
の
名
を
人
造
人
間
キ
カ
イ
ダ
ー
。

機
械
で
あ
り
な
が
ら
良
心
回
路
・
ジ
ェ
ミ
ニ
ィ
を
持
ち
、
更
に
は
服
従
回
路
・

イ
エ
ッ
サ
ー

善
の
心
と
悪
の
心
を
持
ち
人
間
と
同
じ
よ
う
に
苦
し
む
存
在
。

そ
し
て
そ
の
手
は
何
人
も
の
兄
弟
を
殺
し
て
き
た
と
い
う
罪
悪
に
駆
ら
れ
て
い

た
。

「
・
・
・
・
・
・
」

ダ
ー
ク
を
そ
し
て
シ
ャ
ド
ウ
を
倒
し
た
に
も
拘
ら
ず
ジ
ロ
ー
は
終
わ
る
こ
と
の

無
い
罪
悪
の
念
に
囚
わ
れ
な
が
ら
そ
の
日
を
過
し
て
い
た
。

第
一
話
　
超
人
機
と
の
出
会
い
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数
日
後

街
を
彷
徨
う
中
ジ
ロ
ー
は
何
か
の
音
を
感
じ
取
っ
た
。

「
・
・
・
え
？
」

音
楽
に
導
か
れ
な
が
ら
公
園
に
来
た
ジ
ロ
ー
が
見
た
の
は
青
い
ジ
ャ
ン
パ
ー
を

着
た
長
身
の
青
年
だ
っ
た
。

ジ
ロ
ー
に
は
す
ぐ
分
か
っ
た
。

（
彼
は
ロ
ボ
ッ
ト
だ
・
・
・
）

「
ん
？
」

サ
ッ
ク
ス
を
置
き
ジ
ロ
ー
に
振
り
返
る
青
年
は
ジ
ロ
ー
に
問
い
か
け
た
。

「
君
は
？
」

「
え
？
・
・
あ
あ
・
・
僕
は
ジ
ロ
ー
・
・
・
そ
の
・
・
・
い
い
音
楽
だ
ね
」

「
・
・
・
あ
り
が
と
う
」

ジ
ロ
ー
の
言
葉
に
青
年
は
笑
み
を
浮
か
べ
る
。

「
・
・
・
音
楽
が
好
き
な
の
か
い
？
」
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「
え
？
・
・
・
う
ん
・
・
・
」

青
年
の
言
葉
に
ジ
ロ
ー
は
俯
き
な
が
ら
答
え
る
と
青
年
は
笑
い
な
が
ら
続
け
た
。

「
僕
も
好
き
だ
よ
・
・
・
楽
器
は
？
僕
は
サ
ッ
ク
ス
」

「
・
・
・
僕
は
・
・
・
ギ
タ
ー
・
・
・
」

「
へ
ぇ
・
・
・
聞
い
た
み
た
い
な
」

青
年
の
純
粋
な
目
を
見
た
ジ
ロ
ー
は
。

（
彼
は
・
・
・
ロ
ボ
ッ
ト
だ
・
・
・
彼
に
は
そ
う
言
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
施
さ
れ

て
い
る
ん
だ
）

そ
う
思
っ
て
し
ま
う
ジ
ロ
ー
。

そ
の
時
だ
っ
た
。

♪
～
♪
～
♪
～

突
如
響
き
渡
っ
た
忌
ま
わ
し
い
音
。

プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
ギ
ル
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
操
る
笛
の
音
。

た
ち
ま
ち
頭
を
抑
え
始
め
る
ジ
ロ
ー
。

「
！
！
・
・
・
ぐ
う
！
！
う
！
！
」
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笛
の
音
に
苦
し
む
ジ
ロ
ー
。
だ
が
青
年
を
見
た
瞬
間
驚
愕
し
た
。
青
年
に
は
何

も
起
こ
っ
て
い
な
い
か
ら
だ
。

「
君
は
・
・
・
一
体
・
・
・
ぐ
！
！
」

苦
し
み
続
け
る
ジ
ロ
ー
に
青
年
は
・
・
・

「
心
を
強
く
持
つ
ん
だ
・
・
・
心
を
信
じ
て
・
・
・
」

青
年
の
言
葉
に
苦
し
み
も
が
く
ジ
ロ
ー
。
体
内
の
良
心
回
路
と
服
従
回
路
が
戦

い
を
起
こ
し
て
い
る
。

「
！
！
」

す
る
と
青
年
が
ジ
ロ
ー
の
異
変
に
気
付
き
音
の
原
因
を
破
壊
し
た
。

「
ぐ
・
・
・
う
！
！
」

一
度
起
動
し
て
し
ま
っ
た
服
従
回
路
の
苦
し
み
に
も
が
き
罪
悪
感
に
駆
ら
れ
る

ジ
ロ
ー
。

す
る
と

そ
ん
な
ジ
ロ
ー
の
元
に
蟷
螂
型
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
襲
来
し
た
。

「
く
く
く
・
・
・
キ
カ
イ
ダ
ー
・
・
・
苦
し
み
も
が
け
・
・
・
そ
し
て
徹
底
的

に
破
壊
し
て
や
る
！
！
」

「
貴
様
は
・
・
・
ダ
ー
ク
の
残
党
」
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「
お
前
を
壊
し
！
！
我
が
ダ
ー
ク
の
無
念
を
晴
ら
し
て
み
せ
る
ぞ
！
！
」

蟷
螂
型
ロ
ボ
ッ
ト
・
マ
ン
テ
ィ
ス
は
ジ
ロ
ー
に
襲
い
か
か
ろ
う
と
し
た
そ
の
時
。

「
！
！
」

青
年
の
キ
ッ
ク
が
マ
ン
テ
ィ
ス
を
吹
っ
飛
ば
し
た
。

「
！
！
」

青
年
の
力
を
見
た
ジ
ロ
ー
は
驚
い
て
い
る
。
並
み
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
ダ
ー
ク
製
ロ

ボ
ッ
ト
を
倒
す
力
な
ど
無
い
こ
と
に
。

「
貴
様
の
目
的
は
彼
か
・
・
・
だ
が
・
・
・
そ
ん
な
事
は
さ
せ
な
い
！
！
」

構
え
る
青
年
。

「
風
よ
・
・
・
雲
よ
・
・
・
太
陽
よ
・
・
・
僕
に
力
を
貸
し
て
く
れ
・
・
・
」

青
年
の
心
に
熱
い
魂
が
駆
け
巡
り
・
・
・

「
怒
る
！
！
」

雷
鳴
が
駆
け
巡
っ
た
。

青
年
・
剣
流
星
の
体
内
に
秘
め
ら
れ
た
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
・
・
・

感
情
の
高
ま
り
と
共
に
頂
点
に
達
し
た
時

彼
は
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超
人
機
メ
タ
ル
ダ
ー
に
瞬
転
す
る
。

「
！
！
」

流
星
の
姿
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
驚
く
ジ
ロ
ー
と
マ
ン
テ
ィ
ス
。

「
貴
様
は
キ
カ
イ
ダ
ー
で
は
な
い
・
・
・
貴
様
は
一
体
！
！
？
」

「
・
・
・
メ
タ
ル
ダ
ー
だ
」

マ
ン
テ
ィ
ス
に
向
か
っ
て
構
え
る
メ
タ
ル
ダ
ー
。
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第
二
話
　
壮
絶
！
人
造
人
間
対
超
人
機

第
二
話
　
壮
絶
！
人
造
人
間
対
超
人
機

静
か
な
公
園
で
向
か
い
合
う
二
人
の
人
造
人
間
と
一
人
の
超
人
機
。

「
メ
タ
ル
ダ
ー
だ
と
・
・
・
」

メ
タ
ル
ダ
ー
の
姿
を
見
て
驚
愕
す
る
マ
ン
テ
ィ
ス
。

「
何
故
だ
・
・
何
故
貴
様
に
は
ギ
ル
様
の
笛
が
効
か
な
い
！
？
」

マ
ン
テ
ィ
ス
の
言
葉
に
メ
タ
ル
ダ
ー
は
答
え
た
。

「
そ
ん
な
物
に
僕
は
負
け
な
い
！
！
」

そ
の
言
葉
に
焦
り
を
感
じ
た
マ
ン
テ
ィ
ス
は
メ
タ
ル
ダ
ー
に
斬
り
か
か
っ
た
。

「
く
！
死
ね
！
！
」

「
り
ゃ
！
！
」

マ
ン
テ
ィ
ス
の
鎌
を
避
け
る
メ
タ
ル
ダ
ー
は
得
意
の
拳
法
で
マ
ン
テ
ィ
ス
に
飛

び
掛
る
。

「
う
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
！
！
」
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マ
ン
テ
ィ
ス
の
鎌
の
乱
れ
打
ち
が
放
た
れ
る
と
瞬
時
に
ス
キ
ャ
ン
し
鎌
の
軌
道

を
見
切
る
。

そ
し
て

「
う
お
お
！
！
」

古
賀
博
士
の
形
見
で
あ
る
短
剣
で
マ
ン
テ
ィ
ス
を
貫
い
た
。

「
ぐ
！
！
う
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
！
！
！
」

爆
発
す
る
マ
ン
テ
ィ
ス
。

そ
し
て
メ
タ
ル
ダ
ー
は
ジ
ロ
ー
に
駆
け
寄
っ
た
。

「
大
丈
夫
か
い
？
」

「
！
！
」

メ
タ
ル
ダ
ー
が
駆
け
寄
っ
た
瞬
間
ジ
ロ
ー
の
拳
が
メ
タ
ル
ダ
ー
に
襲
い
掛
か
っ

た
。
咄
嗟
に
受
け
止
め
る
メ
タ
ル
ダ
ー
。

「
何
す
る
ん
だ
！
？
」

「
見
つ
け
た
・
・
・
」

そ
う
呟
き
ジ
ロ
ー
は
メ
タ
ル
ダ
ー
に
襲
い
掛
か
り
続
け
た
。
ジ
ロ
ー
は
本
気
で

あ
る
。

「
チ
ェ
ン
ジ
！
」
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ジ
ロ
ー
が
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
瞬
間
ジ
ロ
ー
の
姿
が
変
わ
っ
た
。

全
身
が
真
っ
赤
の
悪
の
戦
士
・
キ
カ
イ
ダ
ー
。

「
！
！
」

「
俺
は
・
・
・
お
前
を
破
壊
す
る
・
・
・
死
ね
！
！
メ
タ
ル
ダ
ー
！
！
」

「
ぐ
！
！
」

容
赦
の
無
い
キ
カ
イ
ダ
ー
の
攻
撃
を
受
け
る
メ
タ
ル
ダ
ー
。

「
ダ
ブ
ル
チ
ョ
ッ
プ
！
！
」

「
メ
タ
ル
ト
ル
ネ
ー
ド
！
！
」

キ
カ
イ
ダ
ー
の
上
か
ら
の
ダ
ブ
ル
チ
ョ
ッ
プ
を
下
か
ら
メ
タ
ル
ト
ル
ネ
ー
ド
の

キ
ッ
ク
で
受
け
止
め
る
メ
タ
ル
ダ
ー
。

着
地
し
た
キ
カ
イ
ダ
ー
は
破
壊
光
線
を
メ
タ
ル
ダ
ー
に
向
か
っ
て
放
つ
が
メ
タ

ル
ダ
ー
は
咄
嗟
に
避
け
る
が
余
波
で
痺
れ
て
し
ま
う
。

容
赦
の
無
い
キ
カ
イ
ダ
ー
の
攻
撃
に
メ
タ
ル
ダ
ー
は
・
・
・

（
何
故
だ
・
・
・
何
故
彼
の
攻
撃
は
こ
ん
な
に
も
悲
し
い
ん
だ
）

キ
カ
イ
ダ
ー
の
攻
撃
か
ら
悲
し
み
を
感
じ
取
っ
た
。

す
か
さ
ず
キ
カ
イ
ダ
ー
は
メ
タ
ル
ダ
ー
に
む
か
っ
て
拳
を
突
き
出
す
が
メ
タ
ル
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ダ
ー
は
丁
寧
に
受
け
止
め
た
。

「
・
・
・
遊
び
は
終
わ
り
だ
・
・
・
！
！
」

キ
カ
イ
ダ
ー
は
跳
躍
し
両
腕
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
束
さ
せ
た
。

「
電
磁
エ
ン
ド
！
」

メ
タ
ル
ダ
ー
に
向
か
っ
て
腕
を
振
り
下
ろ
す
キ
カ
イ
ダ
ー
に
・
・
・

「
メ
タ
ル
ボ
ン
バ
ー
！
！
」

回
転
し
キ
カ
イ
ダ
ー
に
体
当
た
り
し
技
が
相
殺
さ
れ
る
と
倒
れ
る
キ
カ
イ
ダ
ー

と
す
か
さ
ず
立
ち
上
が
る
メ
タ
ル
ダ
ー
。

「
レ
ー
ザ
ー
ア
ー
ム
！
！
」

右
腕
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
束
さ
せ
キ
カ
イ
ダ
ー
に
向
か
っ
て
走
り
出
し
た
。

「
い
や
ー
！
！
」

レ
ー
ザ
ー
ア
ー
ム
が
キ
カ
イ
ダ
ー
の
頭
部
を
捉
え
よ
う
と
し
た
そ
の
時
。

（
・
・
・
僕
を
・
・
・
殺
し
て
く
れ
・
・
・
）

「
！
！
」

キ
カ
イ
ダ
ー
の
思
考
を
感
じ
取
っ
た
メ
タ
ル
ダ
ー
は
レ
ー
ザ
ー
ア
ー
ム
を
頭
部

ギ
リ
ギ
リ
で
止
め
て
し
ま
っ
た
。
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そ
し
て
そ
の
ま
ま
去
ろ
う
と
す
る
メ
タ
ル
ダ
ー
。

「
き
！
貴
様
！
何
故
攻
撃
を
止
め
た
！
！
？
俺
は
お
前
を
破
壊
し
よ
う
と
し
た

ん
だ
ぞ
！
！
」

キ
カ
イ
ダ
ー
の
言
葉
に
メ
タ
ル
ダ
ー
は
静
か
に
答
え
た
。

「
・
・
・
命
だ
」

「
え
？
」

「
た
っ
た
一
つ
の
命
だ
・
・
・
粗
末
に
す
る
な
」

メ
タ
ル
ダ
ー
の
思
考
が
理
解
で
き
な
い
キ
カ
イ
ダ
ー
。
そ
れ
は
正
に
人
間
の
心

だ
っ
た
。

「
貴
様
・
・
・
何
故
だ
何
故
そ
ん
な
人
間
の
よ
う
な
こ
と
を
・
・
・
」

「
種
族
な
ん
て
関
係
な
い
・
・
・
僕
は
僕
だ
」

剣
流
星
の
姿
に
戻
り
去
っ
て
い
く
姿
を
見
た
ジ
ロ
ー
は
・
・
・

「
教
え
て
く
れ
」

「
？
」

「
君
は
苦
し
く
な
い
の
か
？
人
間
の
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
・
・
・
」

「
・
・
・
無
い
さ
・
・
・
」
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優
し
い
笑
み
を
残
し
て
去
っ
て
い
く
流
星
。

「
何
故
だ
・
・
・
唯
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
何
故
あ
ん
な
に
優
し
い
心
が
持
て
る
・
・
・

彼
も
僕
と
同
じ
で
人
間
の
手
で
・
・
・
け
ど
彼
は
そ
ん
な
事
を
思
っ
て
い
な
い
・

・
・
ど
う
し
て
ど
う
し
て
な
ん
だ
！
！
」

残
さ
れ
た
ジ
ロ
ー
の
叫
び
を
・
・
・

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

大
型
の
バ
イ
ク
に
乗
り
黒
い
ア
ー
マ
ー
の
よ
う
な
服
を
着
た
男
が
見
つ
め
て
い

た
。



14

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

人造人間キカイダー対超人機メタルダー＆人造人間ハカイダー
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